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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第38期
第２四半期
累計期間

第39期
第２四半期
累計期間

第38期
第２四半期
会計期間

第39期
第２四半期
会計期間

第38期

会計期間

自  平成20年
     ４月１日
至  平成20年
     ９月30日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成21年
     ９月30日

自  平成20年
     ７月１日
至  平成20年
     ９月30日

自  平成21年
     ７月１日
至  平成21年
     ９月30日

自  平成20年
     ４月１日
至  平成21年
     ３月31日

売上高 (千円) 2,926,0821,895,6731,542,3641,113,4985,823,495

経常利益又は
経常損失(△)

(千円) 144,522△14,462 117,835 49,628 248,033

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) 86,832 △17,435 76,206 28,191 133,608

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) ― ― 313,700 313,700 313,700

発行済株式総数 (株) ― ― 4,280,0004,280,0004,280,000

純資産額 (千円) ― ― 2,646,0742,622,1052,692,286

総資産額 (千円) ― ― 5,069,6874,372,8745,102,709

１株当たり純資産額 (円) ― ― 618.67 613.07 629.48

１株当たり
四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(円) 20.30 △4.08 17.82 6.59 31.24

潜在株式調整後１株当た
り四半期(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― 12.00

自己資本比率 (％) ― ― 52.2 60.0 52.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 216,878△34,740 ― ― 337,047

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △91,106 △99,891 ― ― △69,935

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △43,827 △40,518 ― ― △104,930

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 308,237 214,240 389,266

従業員数 (名) ― ― 158 158 157

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

３  持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がありませんので、記載しておりません。

４  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、第39期第２四半期会計期間、第38期第２四半期累

計(会計)期間及び第38期は潜在株式が存在しないため、第39期第２四半期累計期間は１株当たり四半期純損

失であり、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 158
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当第２四半期会計期間における生産実績、受注実績及び販売実績を製品の品目ごとに示すと、次のとおり

であります。

　

(1) 生産実績

　

品目 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

強力吸引作業車 673,572 △35.8

汚泥吸引作業車 27,419 ＋17.7

定置型吸引機 31,989 ＋403.0

高圧洗浄車 134,459 △23.5

部品売上 119,808 △9.9

その他 66,199 ＋75.8

合計 1,053,449 △28.7

(注) １  生産高は、販売価格によるとともに、消費税等は含まれておりません。

２  その他は、上記品目に属さない製品、デモ車の生産等が主なものであります。

　

(2) 受注実績
　

品目
受注高
(千円)

前年同四半期比
(％)

受注残高
(千円)

前年同四半期比
(％)

強力吸引作業車 579,641 △27.4 556,441 △18.2

汚泥吸引作業車 29,376 △78.0 36,676 △68.4

定置型吸引機 42,000 ＋391.2 39,900 ＋193.4

高圧洗浄車 94,273 △32.6 150,726 ＋21.7

部品売上 119,808 △9.9 ― ―

その他 243,619 ＋37.0 253,219 ＋42.5

合計 1,108,718 △20.3 1,036,963 △9.3

(注) １  受注高及び受注残高は、販売価格によるとともに、消費税等は含まれておりません。

２  その他は、上記品目に属さない製品、デモ車・中古車の販売及び修理改造等が主なものであります。
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(3) 販売実績
　

品目 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

強力吸引作業車 740,847 △32.2

汚泥吸引作業車 15,350 △34.1

定置型吸引機 17,100 ＋364.7

高圧洗浄車 116,660 △42.3

部品売上 119,808 △9.9

その他 103,732 ＋112.2

合計 1,113,498 △27.8

(注) １  販売高には、消費税等は含まれておりません。

２  その他は、上記品目に属さない製品、デモ車・中古車の販売及び修理改造等が主なものであります。

３  主な輸出先及び輸出高並びにその割合等は、輸出高が総販売実績の10％未満であるため、記載を省略しており

ます。

４  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、いずれも総販売実績の10％未満で

あるため、記載を省略しております。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期会計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証

券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

特記事項はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第２四半期会計期間における我が国経済は、一部に持ち直しの動きが見られるものの、まだまだ景気

の先行きが見えない状況で推移しております。

当社では、営業本部が主力製品を主体に、技術本部が特殊製品や海外案件を担当し、業績の確保に向け

た受注活動を展開してまいりました。

当第２四半期会計期間の業績は、主力製品である強力吸引作業車・高圧洗浄車では、顧客の仕事量見込

みの低迷等から設備投資意欲の回復が見られず、大幅な売上減少となりました。特殊製品では「水循環式

排水管清掃車」が国の機関から３台の受注があったものの、海外案件は受注に至っておりません。また、

原価低減活動、販売費及び一般管理費の抑制等を実施いたしました。この結果、受注・売上ともに、前第２

四半期会計期間に比べて大幅に低下しておりますが、全社的なコストダウンへの取り組みにより、利益を

計上することができました。

業績（数値）につきましては、前第２四半期会計期間に比べ受注高は281百万円減の1,108百万円（前

年同四半期比20.3％減）、売上高は428百万円減の1,113百万円（前年同四半期比27.8％減）となりまし

た。収益面につきましては、営業利益は78百万円減の34百万円（前年同四半期比69.6％減）、経常利益は

68百万円減の49百万円（前年同四半期比57.9％減）、四半期純利益は48百万円減の28百万円（前年同四

半期比63.0％減）を計上することとなりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の財政状態は、総資産は、前事業年度末残高に比べ729百万円減少し、4,372百

万円となりました。これは主に、たな卸資産の増加43百万円等はありましたが、売上の減少に伴う売上債

権の減少648百万円及び現預金の減少117百万円等によるものであります。

負債は、前事業年度末残高に比べ659百万円減少し、1,750百万円となりました。これは主に仕入債務の

減少395百万円及び未払法人税等の減少95百万円等によるものであります。また、役員退職慰労金制度廃

止により役員退職慰労引当金は298百万円減少したものの、打ち切り支給の未払い分等による長期未払金

が240百万円増加しております。

純資産は、前事業年度末残高に比べ70百万円減少し、2,622百万円となりました。これは主に剰余金の配

当51百万円及び四半期純損失の計上17百万円等によるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

営業活動の結果得られた資金は、前第２四半期会計期間に比べ12百万円減少し、22百万円（前年同四半

期比35.6％減）となりました。これは主に、仕入債務の減少はありましたが、売上債権の減少及び税引前

四半期純利益を計上できたことによるものであります。

投資活動の結果使用した資金は、前第２四半期会計期間に比べ27百万円増加し、43百万円（前年同四半

期比171.4％増）となりました。これは主に、定期預金の払戻による収入及び有形固定資産の売却による

収入はありましたが、定期預金の預入による支出及び有形固定資産の取得による支出によるものであり

ます。

財務活動の結果使用した資金は、前第２四半期会計期間に比べ30百万円増加し、80百万円（前年同四半

期比61.4％増）となりました。これは主に、短期借入金の純減少、長期借入金の返済による支出及び配当

金の支払い等によるものであります。

従いまして、現金及び現金同等物の当第２四半期会計期間末残高は、前事業年度末残高に比べ175百万

円減少し、214百万円（前期比45.0％減）となりました。

　

(4) 対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期会計期間の研究開発費の総額は、７百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

第１四半期会計期間に計画中であった社宅（北海道千歳市）の売却につきましては、平成21年８月に

完了いたしました。なお、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 13,520,000

計 13,520,000

　

② 【発行済株式】

　

種類

第２四半期会計期間
末現在発行数

(株)(平成21年９月
30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,280,000 4,280,000
大阪証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 4,280,000 4,280,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年９月30日 ― 4,280,000 ― 313,700 ― 356,021
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(5) 【大株主の状況】

平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

兼松エンジニアリング
従業員持株会

高知県高知市布師田3981-7 500 11.68

三  谷    浩  溢 高知県高知市 327 7.64

山  本    琴  一 高知県高知市 319 7.45

山  口    隆  士 高知県高知市 222 5.20

株式会社扇港鋼業所 兵庫県神戸市東灘区住吉南町3丁目1-5 206 4.81

山  本    吾  一 高知県高知市 189 4.42

柳  川    裕  司 高知県高知市 148 3.46

株式会社四国銀行 高知県高知市南はりまや町1丁目1-1 117 2.73

坂  本    洋  介 高知県高知市 102 2.41

板  垣    周  一 東京都大田区 83 1.94

計 ― 2,215 51.76
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) （自己保有株式）
普通株式    2,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式
4,273,000

4,273 同上

単元未満株式 普通株式
5,000

― 同上

発行済株式総数 4,280,000― ―

総株主の議決権 ― 4,273 ―

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
兼松エンジニアリング株式会社

高知県高知市布師田
3981-7

2,000 ― 2,000 0.0

計 ― 2,000 ― 2,000 0.0

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 394 395 410 420 410 398

最低(円) 375 371 376 390 386 379

(注)  最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期累計期間

(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期

会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期累計期間(平成21年４月１日か

ら平成21年９月30日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間(平成20年７月１日か

ら平成20年９月30日まで)及び前第２四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)に係

る四半期財務諸表並びに当第２四半期会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２

四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期財務諸表について、新日本有

限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３  四半期連結財務諸表について

当社には子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 411,441 528,663

受取手形及び売掛金 1,146,057 1,795,035

商品及び製品 46,032 53,157

仕掛品 182,769 130,460

原材料及び貯蔵品 307,951 309,263

繰延税金資産 114,255 90,538

その他 16,900 18,573

貸倒引当金 △1,675 △1,774

流動資産合計 2,223,732 2,923,919

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 455,967 474,949

土地 1,254,363 1,259,879

その他（純額） 155,069 130,491

有形固定資産合計 ※１
 1,865,400

※１
 1,865,320

無形固定資産 8,329 7,648

投資その他の資産

繰延税金資産 144,343 168,941

その他 165,042 171,208

貸倒引当金 △33,974 △34,329

投資その他の資産合計 275,411 305,820

固定資産合計 2,149,141 2,178,789

資産合計 4,372,874 5,102,709
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,058,249 1,454,043

短期借入金 113,850 93,150

未払法人税等 3,462 98,718

賞与引当金 52,037 98,596

役員賞与引当金 － 11,950

製品保証引当金 32,000 36,000

その他 108,461 166,182

流動負債合計 1,368,060 1,958,640

固定負債

長期借入金 18,600 28,200

退職給付引当金 119,279 119,401

役員退職慰労引当金 － 298,617

その他 244,828 5,563

固定負債合計 382,708 451,782

負債合計 1,750,769 2,410,422

純資産の部

株主資本

資本金 313,700 313,700

資本剰余金 356,021 356,021

利益剰余金 1,957,319 2,026,079

自己株式 △1,451 △1,451

株主資本合計 2,625,589 2,694,349

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △3,484 △2,062

評価・換算差額等合計 △3,484 △2,062

純資産合計 2,622,105 2,692,286

負債純資産合計 4,372,874 5,102,709
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 2,926,082 1,895,673

売上原価 2,255,420 1,503,709

割賦販売未実現利益戻入額 3,707 2,953

売上総利益 674,369 394,918

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 9,548 1,368

役員報酬 76,300 62,070

給料 141,787 126,531

賞与引当金繰入額 41,477 21,860

退職給付費用 3,125 2,579

役員賞与引当金繰入額 5,377 －

役員退職慰労引当金繰入額 12,195 2,946

旅費及び交通費 40,868 31,885

減価償却費 7,034 7,725

研究開発費 16,124 12,841

その他 189,304 161,287

販売費及び一般管理費合計 543,142 431,096

営業利益又は営業損失（△） 131,226 △36,178

営業外収益

受取利息 1,332 1,090

受取賃貸料 7,010 7,037

保険解約返戻金 － 10,978

その他 6,419 3,727

営業外収益合計 14,762 22,832

営業外費用

支払利息 1,226 859

為替差損 235 45

その他 4 212

営業外費用合計 1,466 1,117

経常利益又は経常損失（△） 144,522 △14,462

特別利益

固定資産売却益 － 1,424

貸倒引当金戻入額 1,236 408

製品保証引当金戻入額 3,000 4,000

特別利益合計 4,236 5,832

特別損失

固定資産売却損 － 69

固定資産除却損 22 381

投資有価証券評価損 5,250 6,803

特別損失合計 5,273 7,254

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 143,485 △15,884

法人税、住民税及び事業税 68,872 1,857

法人税等調整額 △12,220 △306

法人税等合計 56,652 1,550

四半期純利益又は四半期純損失（△） 86,832 △17,435
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 1,542,364 1,113,498

売上原価 1,172,638 876,840

割賦販売未実現利益戻入額 1,663 1,258

売上総利益 371,389 237,916

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 363 368

役員報酬 37,000 26,220

給料 67,969 62,111

賞与引当金繰入額 17,618 11,389

退職給付費用 718 2,018

役員賞与引当金繰入額 2,390 －

役員退職慰労引当金繰入額 6,097 －

旅費及び交通費 21,392 16,854

減価償却費 3,162 4,049

研究開発費 7,540 5,800

その他 94,133 74,760

販売費及び一般管理費合計 258,385 203,573

営業利益 113,004 34,342

営業外収益

受取利息 573 455

受取賃貸料 3,449 3,539

保険解約返戻金 － 10,978

その他 1,465 1,005

営業外収益合計 5,488 15,978

営業外費用

支払利息 654 472

長期前払費用償却 － 206

その他 2 13

営業外費用合計 657 692

経常利益 117,835 49,628

特別利益

固定資産売却益 － 1,424

貸倒引当金戻入額 57 331

製品保証引当金戻入額 1,000 －

特別利益合計 1,057 1,755

特別損失

固定資産売却損 － 69

投資有価証券評価損 1,050 799

特別損失合計 1,050 868

税引前四半期純利益 117,843 50,515

法人税、住民税及び事業税 63,287 835

法人税等調整額 △21,650 21,488

法人税等合計 41,636 22,324

四半期純利益 76,206 28,191
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

143,485 △15,884

減価償却費 62,541 46,709

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,785 △453

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,479 △46,559

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,447 △11,950

製品保証引当金の増減額（△は減少） △3,000 △4,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 358 △121

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 886 △298,617

受取利息及び受取配当金 △1,850 △1,503

支払利息 1,226 859

投資有価証券評価損益（△は益） 5,250 6,803

売上債権の増減額（△は増加） 174,144 649,332

たな卸資産の増減額（△は増加） 37,722 △31,796

仕入債務の増減額（△は減少） △157,562 △411,134

その他 △22,654 179,375

小計 243,796 61,060

利息及び配当金の受取額 832 795

利息の支払額 △1,214 △847

法人税等の支払額 △26,535 △95,750

営業活動によるキャッシュ・フロー 216,878 △34,740

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △110,390 △118,904

定期預金の払戻による収入 63,021 61,100

有形固定資産の取得による支出 △44,682 △49,768

有形固定資産の売却による収入 336 8,597

その他 609 △916

投資活動によるキャッシュ・フロー △91,106 △99,891

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 39,000 36,000

長期借入金の返済による支出 △29,900 △24,900

リース債務の返済による支出 △868 △868

長期未払金の返済による支出 △1,165 －

配当金の支払額 △50,733 △50,750

その他 △160 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △43,827 △40,518

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 126

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 81,944 △175,025

現金及び現金同等物の期首残高 226,292 389,266

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 308,237

※
 214,240
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)及び当第２四半期会計期間(自

 平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第２四半期累計期間
(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

役員退職慰労引当金

　当社は、従来、役員退職慰労金の支払いに備えるため、内規に基づく要支給額を役員退職慰労引当金として計上し

ておりましたが、役員報酬制度の見直しの一環として、役員退職慰労金制度を廃止することとし、平成21年６月18日

開催の定時株主総会において、役員退職慰労金制度の廃止に伴う打ち切り支給を決議いたしました。

　これにより、役員退職慰労引当金を全額取崩し、打ち切り支給額の未払い分240,276千円を固定負債の「その他」

に含めて計上しております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 1,152,283千円

　
※１　有形固定資産の減価償却累計額 1,167,477千円

　
２　保証債務

他社のリース契約に対して次のとおり保証を行っ

ております。

㈱梅井建設 13,492千円

新井建設㈱ 4,583 〃

新栄工業㈱ 4,220 〃

日本マイティー㈱ 3,031 〃

安岡昌宏 2,170 〃

㈱大阪環境 1,857 〃

㈱神姫メンテナンス 1,062 〃

新栄工業㈱ 957 〃

計 31,374 〃
 

２　保証債務

他社のリース契約に対して次のとおり保証を行っ

ております。

㈱梅井建設 15,785千円

新井建設㈱ 6,128 〃

新栄工業㈱ 5,450 〃

安岡昌宏 4,774 〃

東亜エンジニアリング㈱ 3,775 〃

日本マイティー㈱ 3,717 〃

㈱大阪環境 2,899 〃

新栄工業 1,722 〃

㈱神姫メンテナンス 1,613 〃

エレファントジャパン㈱ 775 〃

計 46,642 〃
 

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 514,971千円

預入期間が
３ヶ月を超える定期預金

△133,890 〃

預入期間が
３ヶ月を超える定期積立金

△72,000 〃

別段預金 △844 〃

現金及び現金同等物 308,237 〃
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 411,441千円

預入期間が
３ヶ月を超える定期預金

△123,904 〃

預入期間が
３ヶ月を超える定期積立金

△72,000 〃

別段預金 △1,296 〃

現金及び現金同等物 214,240 〃
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(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期累計期間(自  平成21年４月１日  至  平

成21年９月30日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 4,280,000

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 2,978

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月18日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 51,324 12平成21年３月31日 平成21年６月19日

　

(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

当第２四半期会計期間末（平成21年９月30日）

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期会計期間末（平成21年９月30日）

当社は、デリバティブ取引を利用しておりませんので、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第２四半期会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。
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(持分法損益等)

前第２四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　

平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）並びに前第２四半期会計期間（自　平成20年７月１日　至　平

成20年９月30日）及び当第２四半期会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第２四半期会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 613円07銭
　

　 　

　 629円48銭
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 2,622,105 2,692,286

普通株式に係る純資産額(千円) 2,622,105 2,692,286

普通株式の発行済株式数(株) 4,280,000 4,280,000

普通株式の自己株式数(株) 2,978 2,978

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(株)

4,277,022 4,277,022
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２  １株当たり四半期純利益又は四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期累計期間

前第２四半期累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益 20円30銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

１株当たり四半期純損失(△) △4円08銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

(注) １  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第２四半期累計期間は潜在株式が存在しないため、当

第２四半期累計期間は１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

２　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失の算定上の基礎

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益又は
四半期純損失(△)(千円)

86,832 △17,435

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失(△)(千円)

86,832 △17,435

普通株式の期中平均株式数(株) 4,277,231 4,277,022

　

第２四半期会計期間

前第２四半期会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益 17円82銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

１株当たり四半期純利益 6円59銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第２四半期会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 76,206 28,191

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 76,206 28,191

普通株式の期中平均株式数(株) 4,277,022 4,277,022

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月11日

兼松エンジニアリング株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    山  田      晃    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    梅  原      隆    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている兼松

エンジニアリング株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第38期事業年度の第２四半期会

計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成20年４月１日から平成

20年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、兼松エンジニアリング株式会社の平成20年９月30日現

在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四

半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月11日

兼松エンジニアリング株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    山  田      晃    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    梅  原      隆    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている兼松

エンジニアリング株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第39期事業年度の第２四半期会

計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成21年４月１日から平成

21年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、兼松エンジニアリング株式会社の平成21年９月30日現

在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四

半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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